
2011年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期(予想)

9兆3158億円 9兆1622億円 9兆3686億円 9兆4,806億円 9兆0,000億円

4445億円 5873億円 7,146億円 7,549億円 7,650億円

36万1745人 30万3887人 30万7,275人 29万5,941人 -

国内 21万6393人 16万9744人 16万8,086人 16万2,083人 -

海外 14万5352人 13万4143人 13万9,189人 13万3,858人 -

913社 864社 879社 803社 -

国内 351社 208社 202社 181社 -

海外 562社 656社 677社 622社 -

2兆4169億円 3兆68億円 3兆2,563億円 3兆2,780億円 -

従業員数（人）

子会社数（社）

日立の連結経営指標

内部留保

決算期

売上高

調整後営業利益

今
年
４
月
の
入
社
式
で
東
原
敏
昭
社
長
は
、
新
入
社
員
に

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵
守
し
、
「
損
得
よ
り
善
悪
」
の

観
点
で
も
の
ご
と
を
判
断
し
て
行
動
」
す
る
こ
と
を
強
調
し

ま
し
た
。
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
新
入
社
員
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
遵
守
を
強
調
す
る
背
景
は
…

日
立
製
作
所
と
日
立
プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
が
、
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
大
賞
企
画
委
員
会
主
催
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
大
賞
２
０

１
８
」
で
、
「
特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
理
由
は
、
日
立
製
作
所
か
ら
日
立
プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
に
出
向
し
た
20
代
社
員
が
上
司
か
ら
の
パ
ワ
ハ
ラ
と
月
百

時
間
以
上
の
残
業
に
よ
り
、
適
応
障
害
を
発
症
し
労
災
認
定

さ
れ
た
こ
と
。
山
口
県
の
笠
戸
事
業
所
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

技
能
実
習
生
を
不
正
に
働
か
せ
て
い
た
こ
と
で
す
。

▽
日
立
化
成
で
、
産
業
用
鉛
蓄
電
池
製
品
の
検
査
デ
ー
タ
改

ざ
ん
が
、
事
業
所
の
ト
ッ
プ
も
承
知
で
10
年
に
わ
た
り
続
い

て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
ま
し
た
。
昨
年
の
日
立
株
主
総
会
で

は
、
株
主
か
ら
「
日
立
エ
レ
ベ
ー
タ
の
安
全
基
準
不
適
合
」

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
会
社
は
「
日
立
は
日
本
で
も
有
数

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教
育
企
業
」
と
回
答
し
ま
し
た
が
、

そ
の
直
後
に
判
明
し
ま
し
た
。

▽
日
立
製
作
所
と
グ
ル
ー
プ
会
社
の
計
12
事
業
所
が
、
国

の
監
督
機
関
「
外
国
人
技
能
実
習
機
構
」
か
ら
数
々
の
技
能

実
習
適
正
化
法
違
反
を
指
摘
さ
れ
、
実
習
生
を
不
正
に
働
か

せ
て
い
た
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
是
正
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

必
須
業
務
と
は
異
な
る
作
業
を
行
わ
せ
た
り
、
賃
金
が
最
低

賃
金
を
下
回
っ
た
り
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
判
明
し
ま
し
た
。

▽
日
立
横
浜
研
究
所
に
５
年
を
超
え
て
有
期
雇
用
で
働
き
、

無
期
雇
用
へ
の
転
換
を
求
め
た
40
代
の
女
性
社
員
に
対
し
、

日
立
製
作
所
は
解
雇
予
告
で
解
雇
は
成
立
し
て
い
る
と
強
弁

し
て
い
ま
す
。
無
期
雇
用
契
約
は
有
期
雇
用
で
５
年
を
超
え

て
働
く
労
働
者
が
そ
の
意
志
を
示
せ
ば
無
条
件
で
認
め
ら
れ

た
権
利
で
す
。
そ
の
解
約
な
ど
あ
り
え
ま
せ
ん
。

▽
日
立
製
作
所
の
子
会
社
日
立
プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
が
、

残
業
代
の
一
部
を
支
払
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
、
労
働
基

準
監
督
署
か
ら
是
正
勧
告
を
受
け
ま
し
た
。
上
司
の
指
示
で
、

残
業
時
間
を
実
際
よ
り
少
な
く
偽
る
「
隠
れ
残
業
」
が
行
わ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

経
団
連
・
中
西
宏
明
会
長
の
出
身
企
業
で
あ
る
日
立
製
作

所
で
、
本
来
手
本
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
職
場
の

声
が
あ
る
の
に
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
が

続
い
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
問
題
で
す
。

日
立
は
、
コ
ス
ト
構
造
改
革
で
、
８
０
０
社
超
の
グ
ル
ー

プ
会
社
を
４
割
減
の
５
０
０
社
に
す
る
取
り
組
み
を
強
行
し

て
い
ま
す
。
１
０
０
０
億
円
超
の
コ
ス
ト
削
減
を
お
こ
な
い
、

営
業
利
益
率
で
10
％
超
の
達
成
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

日
立
の
業
績
は

２
年
連
続
で
過
去

最
高
益
を
更
新
し

て
い
ま
す
が
、
国

内
の
従
業
員
数
、

子
会
社
数
は
激
減

し

、

職

場

で

は

「
黒
字
リ
ス
ト
ラ
」

「
常
時
リ
ス
ト
ラ
」

で
『
仕
事
の
や
り

が
い
が
低
下
』
、

『
分
社
化
に
よ
り

会
社
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
』
、
『
今

の
働
き
方
が
続
く

と
心
の
病
に
な
る
』

（
日
立
労
組
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
）
な

ど
、
不
安
定
な
働

き
方
が
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

日
立
は
、
「
グ

ル
ー
プ
全
体
で
一

貫
し
た
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
体
制
の

拡
充
を
推
進
し
て
い
ま
す
」
と
説
明

し
て
い
ま
す
が
、
日
立
グ
ル
ー
プ
一

体
で
の
利
益
第
一
経
営
が
、
現
場
で

「
善
悪
よ
り
利
益
」
が
優
先
さ
れ
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）

意
識
の
低
下
や
、
品
質
管
理
の
低
下

を
経
営
課
題
と
捉
え
な
い
経
営
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。日

立
は
経
団

連
会
長
企
業
と

し
て
、
経
営
の

あ
り
方
が
社
会

的
に
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

日
立
は
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
に
相

応
し
く
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス

は
元
よ
り
、
Ｃ

Ｓ
Ｒ
や
自
ら
公
表
し
て
い
る
「
人
権
方

針
」
に
基
づ
き
、
従
業
員
・
地
域
を
と

も
に
歩
む
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
尊
重
し

て
、
「
優
れ
た
自
主
技
術
・
製
品
の
開

発
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
」
企
業

理
念
で
、
持
続
可
能
な
経
営
を
進
め
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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日 立 懇 ★もよりの連絡先
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
茨 城 090-6142-6153 ( 堀 )
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6355-2905 ( 森 ) 働きがいのある人間らしい仕事を

２
０
１
８
年
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
大

賞
」
「
特
別
賞
」
を
受
賞

「
利
益
第
一
経
営
」
が
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
低
下
に

経
団
連
会
長
企
業
で
止
ま
ら
な
い

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反

役員報酬１億円以上は18人に
２０１８年３月期（17年度）で１億円以

上の報酬を得た役員が、前年度の７人から

18人へと２倍以上に増やし、報酬合計は

２５．７億円でした。一方で、2019年春

闘での賃上げはわずかに千円で、企業利益

が従業員に還元されていません。

日
立
は
、
従
業
員
・

地
域
と
共
存
し
て

持
続
可
能
な
経
営

の
推
進
を



リ
ス
ト
ラ
は
必
ず
わ
が
身
に

保
守
契
約
事
務
を
一
人
で
対
応
し
て
い
た
女
性

従
業
員
が
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で

課
長
が
独
り
で
毎
日
21
時
過
ぎ
ま
で
残
業
し
て
穴

埋
め
し
て
い
ま
す
。
リ
ス
ト
ラ
の
影
響
は
必
ず
わ

が
身
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
み
ん
な
で
止
め
さ
せ
よ

う
。

（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
）

や
め
ろ
、
追
い
出
し
部
屋
、
そ
し
て
罵
倒

日
立
Ｂ
Ｓ
に
移
籍
し
て
２
年
目
。
転
籍
先
で
追

い
出
し
部
屋
に
入
れ
ら
れ
た
。
自
分
で
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
図
れ
と
の
話
。
ま
た
、
仕
事
が
出
来
な

い
と
罵
倒
さ
れ
精
神
疾
患
に
陥
る
人
が
多
く
、
ノ

イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ
て
辞
め
て
い
く
人
が
多
い
。
こ

の
会
社
。
人
べ
ら
し
会
社
な
の
か
？
（
日
立
Ｂ
Ｓ
）

予
算
達
成
し
た
も
の
の
辛
い
よ

前
年
度
業
績
は
利
益
率
10
％
を
超
え
た
ら
し
い

け
ど
、
予
算
過
達
と
な
っ
た
こ
と
で
今
年
度
の
予

算
値
が
積
み
増
さ
れ
た
。
人
は
増
え
な
い
し
、
残

業
す
る
な
と
も
言
わ
れ
る
し
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
。

（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
）

め
で
た
く
再
雇
用
と
な
っ
た
も
の
の

幸
い
同
じ
業
務
で
再
雇
用
で
き
た
も
の
の
、
総

額
50
％
に
ダ
ウ
ン
（
勤
務
時
間
変
更
な
し
）
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
下
が
る
よ
ね
？

多
く
の
方
は
、
再
雇
用
し
て
も
２
～
３
年
く
ら

い
で
雇
い
止
め
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
に
し
た

い
思
い
で
す
。

（
日
立
・
横
浜
事
業
所
）

人
が
ど
ん
ど
ん
や
め
て
い
っ
て
い
る

私
の
職
場
で
ど
ん
ど
ん
辞
め
て
い
っ
て
い
る
。

辞
め
る
人
間
に
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
仕
事

量
が
多
す
ぎ
る
」
「
夕
方
に
今
日
中
を
よ
く
頼
ま

れ
る
」
「
分
か
ら
な
い
こ

と
を
聞
い
て
も
分
か
ら
な

い
と
言
わ
れ
る
」
で
す
。

労
働
時
間
や
休
日
な
ど
も

違
法
の
可
能
性
も
あ
り
問

題
だ
と
思
い
ま
す
。

（
日
立
空
調
）

や
め
て
く
だ
さ
い
よ
。
ぐ
る
み
選
挙

選
挙
の
際
に
、
企
業
が
応
援
す
る
議
員
へ
の
投

票
を
勧
め
ら
れ
た
。
公
正
さ
を
欠
い
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

（
日
立
金
属
）

業
績
不
調
を

シ
ニ
ア
の
追
い
出
し
で
尻
ぬ
ぐ
い

日
立
オ
ム
ロ
ン
で
は
、
金
融
業
界
の
設
備
投
資

抑
制
や
海
外
で
の
業
績
不
良
を
理
由
に
リ
ス
ト
ラ

で
す
。
製
造
子
会
社
の
日
立
Ｔ
Ｍ
で
は
、
「
再
雇

用
者
の
ほ
と
ん
ど
全
員
が
早
期
退
職
に
追
い
や
ら

た
」
「
定
年
す
ぐ
に
早
期
退
職
で
年
金
支
給
ゼ
ロ

で
大
変
だ
」
。
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
で
も
管
理
職
な
ど
を
対

象
に
「
１
０
０
人
を
超
え
る
規
模
で
リ
ス
ト
ラ
が

行
わ
れ
る
」
「
上
が
能
力
が
な
い
か
ら
こ
ん
な
こ

と
に
な
る
」
「
こ
の
ビ
ラ
に

う
ち
の
こ
と
は
書
い
て
な
い

の
？
」
と
門
で
ビ
ラ
を
受
け

取
る
人
が
怒
り
と
情
報
を
伝

え
て
き
ま
す
。

（
日
立
オ
ム
ロ
ン
）

会
社
の
体
制
変
更
を
機
に
体
質
の
転
換
を

旧
（
日
立
超
Ｌ
）
か
ら
日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
Ｈ
Ｓ
Ｔ
）
に
社
名
が
変
わ

り
２
か
月
が
た
ち
ま
し
た
が
、
現
場
の
環
境
は
ほ

と
ん
ど
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。

仕
事
が
こ
れ
ま
で
通
り
の
感
覚
で
で
き
る
こ
と

は
、
喜
ば
し
い
こ
と
な
の
で
す
が
こ
れ
ま
で
社
内

に
あ
っ
た
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の

課
題
も
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
は
、
こ

の
機
会
に
改
善
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

日立製作所で５年を超えて有期雇用で働き、

無期雇用への転換を求めた４０代の女性が、３

月末で「解雇」されました。

〇無期転換ルールとは

有期雇用で５年を超えて働く労働者が、使用

者（所属する会社）に申込みを行うことで、無

期労働契約に転換できるルールです。通算５年

のカウントは２０１３年４月１日以降に開始し

た労働契約が対象です。また、現在締結してい

る有期労働契約の満了日までの間に、無期転換

の申込みをしたときは、会社側はその申込みを

承諾したとみなされます。つまり、有期労働契

約満了日の次の日から、始期付き無期労働契約

が既に成立されているとみなされ、会社側は、

拒否できません。

〇解雇は成立していない

この女性は、解雇通告を受けた状態ではある

が、解雇は成立していません。厚労省の担当者

によると、「無期転換を申し込んだ時点で、有

期雇用契約とその満了翌日にスタートする無期

雇用契約の２つの契約が並存しており、会社が

解雇するには両方の契約を切る必要がある。」

という見解です。

団体交渉の結果、日立

は、３月末までの有期雇

用を終了させただけで、

４月１日から開始する無

期雇用の解雇は行ってい

ないことが明らかになり

ました。しかし、会社側

は就労拒否をしています。

〇法破りの策動は
許されない！

女性は、電機・情報ユニ

オンに加入し、労働組合

として、無期契約をめざ

す団体交渉に取り組んで

います。

経団連会長を出している

日立は、５年ルールの法

律を守り、多くの非正規

労働者を無期雇用転換に

していく責任があります。

日立製作所
無条件で与えられる無期雇用契約を

解約したと強弁


